
 
 
 
 

 
 

 

 
卒業必要単位数 
各科目部門について 

基礎科目 

専門科目 

必修外国語 

選択外国語 

ゼミナール 

「現代日本学プログラム」科目 

自由科目 
コンセントレーション(特定テーマ研究)  

 

 
 

（１）各種制限単位数(卒業算入単位数) 
（２）科目名のルールについて 

（３）既得科目 

（３）－１ 別クラス履修不可 

（３）－２ 科目の分割・合併・名称変更等による既得科目 

（３）－３ 新旧科目対応表 

（４）科目履修の前提となる科目・履修が望まれる科目 
（４）－１ 科目履修の前提となる科目 

（４）－２ 各ゼミナールにおいて履修が望まれる科目 

（５）超過履修制度 

（６）科目登録 申請エラー チェックシート☑ 

（７）定員と抽選 

（８）社会科学部以外(他箇所・他機関)の科目履修 
（８）－１ 全学オープン科目について 

（８）－２ 他学部聴講科目について 

（８）－３ 教職課程関連科目について 

他機関・他箇所修得単位算入部門表 

（９）科目の取り消しについて   

（10）科目区分の変更について 

 

 

 

 
（１）教員免許状取得必要科目 

（２）社会調査士について 

  

īī    ǲǲǑǑǘǘȒȒ ˗̠   

ĬĬ    ǵǵǱǱǓǓȓȓ  

ĭĭ    ȩȩɨɨȫȫɣɣɧɧɞɞɵɵӰӰ ̏̏  
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Ẇḵ  ︡ ךּ  
3 1 2

 
 

Ẇḵ ṕ ẓ Ṗ ךּ  
3 1 2

  
 

Ẇḵ  Web צּ נּ ךּ ךּ  
Web

 

 
 

Ẇḵ  Web טּ  
Web

 

 
  

 

Ẇḵ  ḱ ךּ  
Web Waseda- net ID ID

7 1 ID
Waseda- net Waseda- net

 
 

Ẇḵ ךּ   
2 3

 

 

Ẇḵ  ṕ Ṗ ךּ  

 
 

Ẇḵ ךּ  ẁ4 ︡ שּ  Ḯךּאל

4

 

 

Ẇḵ וֹףּ  ףּ ךּ  

9

 

  

з  ǲǑǘȒ ˗  

Web 科目登録の詳細は Web ṕ HPṖ 確認してください。 
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ǵ֞ǘ֝ȑɵ Ҳ ȺɝɈɶɩƲ ̊ẆǵⱳʹẆᶮ  

Waseda- net

 

HP  

Web  

Web  

HP  

Web  

1  

2  

2

HP  

Web  

Web  

1 次登録でエラーとなった科目は申請できません。 

2 次登録申請期間前から授業が開始されます。まだ登録が「決定していない科目」でも 2 次登録

で申請する科目の授業には出席するようにしてください。 

1 Waseda- net  

2  

2 Waseda- net  

3  

 

Web  

Waseda- net  

 

 

 

 

 

Web 科目登録の方法については、こちらを参照してください。 

申請する科目を決めてからシステムにログインしてください。 

ⱳʹẆᶮ Web  

ἶ  

ии    ǵǵǱǱǓǓȓȓ  

  



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2

3 1 2

 

3

HP

 

Web  

3 Waseda- net 3

 

 

 

これまでに申請した科目（～３次登録）の中で、聴講料（実験実習料）の納入が必要な科目が

「決定」になった方は、社会科学部事務所で「聴講料納入票」を受け取り、納入期間内に生協

で納入手続きを行ってください（聴講料の詳細は社学 HP をご確認ください）。 

ἶ  

ⱳʹẆᶮ ɵ ɵ2 ɵ3 Web  

1 2 3
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HP  

 ɵ̀ἶ We  ʝ ἶ ǵ ș ǖ  



 

 
 
2008 2009  
2008  
 

 

124  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
β │ 3 ⌐ ⇔⁸ ⅛╠ 76 2001 │₈ ₉╩ ╗ ╩
∆╢↓≤≢ ╩ √⇔╕∆⁹ 

β3 ⁸ ⁸ ⌐╟╡⁸ 3 ⌐ ⇔√ │⁸ ⅛╠⁸
⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ⌐ ╩ ↑√ ─ ╩ ∂√ ╡

╩ ∆╢↓≤≢ ╩ √⇔╕∆⁹ 
 

■各科目部門について                                
 

≢│⁸ ─ ⌐≈™≡ ⇔≡™╕∆⁹ ⌐⁸ ⌐≈™≡│ 2009 ╟

╡⁸ ⅜ꜟכꜟ ⅝ↄ ↕╣≡™╕∆─≢⁸ ─ ⁸ ╩ ∫≡ↄ∞↕™⁹ 

 

  基礎科目                                    
 

3
20  

 

  専門科目                                    
 

11
96  

 

ĭĭ    ȩȩɨɨȫȫɣɣɧɧɞɞɵɵӰӰ ̏̏  

▽2002 年度以降入学者適用 

科目部門 科目分野 所定単位数 

基礎科目 

人文科学系列 

20 単位 社会科学系列 

自然科学系列 

必修外国語 
１年外国語 4 単位 

8 単位 
２年外国語 4 単位 

専門科目 

社会科学総合研究 

96 単位 

社会科学総合分野 

人文科学分野 

自然科学分野 

政治学分野 

法学分野 

経済学分野 

商学分野 

情報科学分野 

社会科学特殊講義 

先進社会科学特殊講義 

ゼミナール 

外国書研究 

選択外国語 （8 単位） 

自由科目 ― 

計（卒業算入単位数） 124 単位 

 

▽2001 年度以前入学者適用 

科目部門 科目分野 所定単位数 

基礎科目 

人文科学系列 

20 単位 社会科学系列 

自然科学系列 

第一外国語 
１年外国語 4 単位 

8 単位 
２年外国語 4 単位 

専門科目 

社会科学総合研究 

92 単位 

社会科学総合分野 

人文科学分野 

自然科学分野 

政治学分野 

法学分野 

経済学分野 

商学分野 

情報科学分野 

社会科学特殊講義 

先進社会科学特殊講義 

専門演習（ゼミナール） 

外国書研究 4 単位 

第二外国語 （8 単位） 

自由科目 ― 

計（卒業算入単位数） 124 単位 

 



  必修外国語                                   
 

 
2009

 
 
 

ẏ   
 

 

2008 年度以前 2009 年度以降 2008 年度以前 2009 年度 2010 年度以降 

１年英語Ⅰ 
英語１－１（春学期） 

英語１－１（秋学期） 
２年英語Ⅰ 

２年英語１（前期） 英語２－１（春学期） 

２年英語１（後期） 英語２－１（秋学期） 

１年英語Ⅱ 
英語１－２（春学期） 

英語１－２（秋学期） 
２年英語Ⅱ 

２年英語２（前期） 英語２－２（春学期） 

２年英語２（後期） 英語２－２（秋学期） 

 

2008 年度以前 2009 年度以降 2008 年度以前 2009 年度 2010 年度以降 

１年ドイツ語Ⅰ《基礎》 
ドイツ語１基礎 

ドイツ語１初級 
２年ドイツ語Ⅰ《中級》 

２年ドイツ語１準中級 ドイツ語１準中級 

２年ドイツ語１中級 ドイツ語１中級 

１年ドイツ語Ⅱ《初級》 
ドイツ語２基礎 

ドイツ語２初級 
２年ドイツ語Ⅱ《中級》 

２年ドイツ語２準中級 ドイツ語２準中級 

２年ドイツ語２中級 ドイツ語２中級 

 

2008 年度以前 2009 年度以降 2008 年度以前 2009 年度 2010 年度以降 

１年フランス語Ⅰ《基礎》 
フランス語１基礎 

フランス語１初級 
２年フランス語Ⅰ《中級》 

２年フランス語１準中級 フランス語１準中級 

２年フランス語１中級 フランス語１中級 

１年フランス語Ⅱ《初級》 
フランス語２基礎 

フランス語２初級 
２年フランス語Ⅱ《中級》 

２年フランス語２準中級 フランス語２準中級 

２年フランス語２中級 フランス語２中級 

 

2008 年度以前 2009 年度以降 2008 年度以前 2009 年度 2010 年度以降 

１年中国語Ⅰ《基礎》 
中国語１基礎 

中国語２基礎 
２年中国語Ⅰ《中級》 

２年中国語１準中級 中国語１準中級 

２年中国語１中級 中国語１中級 

１年中国語Ⅱ《初級》 
中国語１初級 

中国語２初級 
２年中国語Ⅱ《中級》 

２年中国語２準中級 中国語２準中級 

２年中国語２中級 中国語２中級 

 

2008 年度以前 2009 年度以降 2008 年度以前 2009 年度 2010 年度以降 

１年スペイン語Ⅰ《基礎》 
スペイン語１基礎 

スペイン語２基礎 
２年スペイン語Ⅰ《中級》 

２年スペイン語１準中級 スペイン語１準中級 

２年スペイン語１中級 スペイン語１中級 

１年スペイン語Ⅱ《初級》 
スペイン語１初級 

スペイン語２初級 
２年スペイン語Ⅱ《中級》 

２年スペイン語２準中級 スペイン語２準中級 

２年スペイン語２中級 スペイン語２中級 

 



                         

 

必修外国語（英語）の再履修（英語１－１※、英語１－２※、英語２－１※、英語２－２） 

◒ꜝ☻╩ ─ │⁸ Web

₈ ₉₈ ₉₈ ₉│ ╕≢⁸₈ ₉│ ╕≢ ≢∆⁹

⌂⅔⁸  
β ─₈ ₉⁸ ─₈ ₉⅜ ∞∫√ │⁸ ◒ꜝ☻≢№╢ ◒ꜝ☻╕√│ ◒ꜝ
☻╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

β ─₈ General Tutorial English ₉⅜ ∞∫√ │⁸ ─₈ ₉
ה ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

春学期・秋学期ともに未修得の

場合 

( )

 

春学期のみ未修得の場合 ( )

 

秋学期のみ未修得の場合 ( ) 9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

「必修英語登録期間に申請を忘れた」or「希望したすべてのクラスで選外になってしまった」or 

「申請したがエラーになってしまった」場合 

1 Web  

1

HP  
 

「基礎クラス」の履修条件について【注意】 

 

 



                     
 

再履修（ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語） 

 

 

 

 

■必修外国語（英語以外）の通年履修について                        
 

2009 ─ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ≢│⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⅜

─ ≤⌂∫≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸2008 ─ ≢⁸ ╩♪▬♠ ☻ⱨꜝfiה ה

Ɑ▬fi☻ה ≤⇔≡™╢ ⁸ ≢─ ╩ ∆╢√╘⁸春学期に不合格（F または G 判定）とな

った場合についても秋学期の履修を認めることとします。 

⌂⅔⁸4 ≢ ─ ⅜ F ⅛≈ ⌐ ╖ ⅜ ≡™╢ ⁸

⌐⁸ ─ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 必修外国語の変更について                            
 

⌐ ⇔√ │ 1 ⌐ ╡⁸ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆ ⱱכⱶⱭכ☺ ≢ ⇔

╕⇔√⅜⁸ ─ │ ⇔≡⅔╡╕∆ ⁹ ╩ ⇔√ ⁸ ─ │ 1 ⅛

╠ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

既に修得した必修外国語科目は自由科目となり、卒業算入単位にはなりません。√∞⇔⁸1 ⌐ ⇔

√₈General Tutorial English ₉─ ╡ ™│ ─≤⅔╡≤⌂╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

╕√ ≤⇔≡ ⇔⁸ ╖─ ╩ ─ ≤⇔≡ ∆╢↓≤│≢⅝╕∑╪

╖ ─ │ ≢⅝╕∑╪ ⁹ 

 

 

 

 

 

春学期の成績 秋学期の履修可否 春学期科目の再試験（3 月実施） 

F 履修可 受験可 

G 履修可 受験不可→翌年度に要再履修 

 

修得済み必修 Tutorial English  単位の取り扱い（2005 年度以降入学者対象） 

必修英語選択者 必修外国語（英語１－２） → 選択外国語※ 

必修英語以外選択者 選択外国語 → 必修外国語（英語１－２） 

β ╩ ⌐ ה ⇔≡™╢ ⁸₈ ₉≤⌂╡╕∆⁹ 

ĭĭ  



  選択外国語                                   
 

 

4 8
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Ẇᶮ ῂʹǵѼ ̏ǲ Ǟǭǖǧǜǋ 

 

 

外国語１《基礎》 

 

外国語１《初級》 

 

外国語１《準中級》 

 

外国語１《中級》 

 

外国語２《基礎》 

 

外国語２《初級》 

 

外国語２《準中級》 

 

外国語２《中級》 

 

Ẇᶮ ǯǞǭῂʹ 

Ѽ ̏  Ѽ ̏  

Ѽ ̏  Ѽ ̏  

ⱳʹẆᶮ ǯǞǭῂʹ 

外国語１《基礎》 

 Ѽ ̏  

外国語１《初級》 

 

外国語２《基礎》 

 

外国語２《初級》 

 

Ѽ ̏  

ɇȢɂ ɵɓɧɱȷ ɵʴᶮ ɵȷɘȢɱ  

ʱ ῂʹ֯ ʱ ῂʹ֯ 

外国語２《準中級》 

 

外国語２《中級》 

 

外国語１《準中級》 

 

外国語１《中級》 

 

Ѽ ̏  Ѽ ̏  

Ѽ ̏  

2008 ─ 

₈1 ♪▬♠ з₆ ₇₉⁸₈1 ⱨꜝfi☻ з₆ ₇₉ 

2008 ─ 

₈1 з₆ ₇₉⁸₈1 ☻Ɑ▬fi з₆ ₇₉ 

Ѽ ̏  

2008 ─ 

₈1 ♪▬♠ и₆ ₇₉⁸₈1 ⱨꜝfi☻ и₆ ₇₉ 

2008 ─ 

₈1 и₆ ₇₉⁸₈1 ☻Ɑ▬fi и₆ ₇₉ 



  ゼミナール                                   

 
 

 

科目名 科目の概要 配当学年 学期 単位 

ゼミナールⅠ（春学期） 
専門的学習への導入 ２年以上 

春学期 2 単位 

ゼミナールⅠ（秋学期） 秋学期 2 単位 

ゼミナールⅡ（春学期） 
専門的・総合的学習 3 年以上 

春学期 2 単位 

ゼミナールⅡ（秋学期） 秋学期 2 単位 

ゼミナールⅢ（春学期） 
専門的・総合的学習の完成 4 年以上 

春学期 2 単位 

ゼミナールⅢ（秋学期） 秋学期 2 単位 
 

 

5  

 
 

 

 

 

  「現代日本学プログラム」科目                           
≢│ 2011 ╟╡⁸ ⌐╟╢ ─╖≢ ╩ ≢⅝╢₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉

Contemporary Japanese Studies Program ╩ ⇔╕⇔√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─℮∟⁸3

─ ≢ ⌐ ─№╢ ⌐≈™≡│ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ ╩ ∆╢ │⁸ ─ ⌐

⇔⁸∕↓≢ ─ ≢ ⌐≈™≡™ↄ↓≤⅜≢⅝╢⅛≥℮⅛⁸ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹╙⇔

≢ ⅜≈⅛⌂™ ⌐│⁸ ─ ⁸ ─ ⌐ ⇔ ─ ╩ ╘≡ↄ∞↕™⁹

╩ ⇔√ ⁸ ╕√│ ≤⇔≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ │

HP ╩⁸ ─ │Web◦ꜝⱣ☻╩∕╣∙╣ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  
1

 

Web  

ṇ ךּ  

 ゼミナールを履修中の方で、前年度終了時点で未修得の単位がある場合に限り、延長生時にゼミナールを履修する 

ことが可能です。 

延長生がゼミナールを履修する場合、担当教員が翌年度の履修を許可したとしてもゼミナールは自動登録されませ 

ん。ゼミナール登録を希望される方は、社会科学部事務所にてゼミナール登録用の申請書をお渡ししますので、 

3 次登録終了までに、必ず、申請書に必要事項を記入し、さらに担当教員の承認印を受けた上で、事務所に提出してくだ

さい。 

なお、延長生に関しては、ゼミナールの後期( 秋学期) が未履修（単位未修得）の場合、これを前期(春学期) 科目として

登録することが可能です。 

詳細については事務所にて説明いたしますので、興味のある方はおたずねください。 



  自由科目                                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
Ẏἶ  ̝ ἶ  ϼ֝ ῂʹѰ↓  ֓  

 
ϼ֝ ῂʹѰ↓ѫ  
̝ ἶ Ẏἶ ̝ ἶ ϼ֝ ῂʹѰ↓ ̝ ἶ 4₴ ̊ʣ ἶ Ẏἶ
ῂʹ ֝♬ Ӵ̬ ₴8Ӵ̬ ʣ Ẏ10Ӵ̬ ʹṲ ἶ ḹֻ ʹ˓Ӵ̬
ὑ ̝ ἶ Ӵ̬֝ Ӱ Њ  

 
ἶṲЊἶ  
̝ ἶ ἶṲЊἶ Њἶ4₴ ̊ʣ ᷀ἶ ἶ ᾍ ₴4Ӵ̬ ʣ ֿ

֯ ῂʹ Ѱ↓ ʹ♬ Ӵ̬ ἶᾐ Ӱ ⱳ Ӵ̬ ὑ
 

 
̝ ἶ̠ҵ ᵂ ֻ  

 

▽自由科目として扱われる科目 

該当科目 

社会科学部設置自由科目部門の各科目 

他箇所・他機関設置科目の自由科目部門（算入しない）に該当する各科目 

※他箇所・他機関修得単位算入部門表（こちら）又は社会科学部ホームページを参照してください。 

科目登録時に「超過履修」として申請した科目 

大学院社会科学研究科設置科目の「先取り履修制度」
*
で履修した科目 

 

֞̂ 1 3  
֞ ̂ ḹ ̝ ἶ ˗ҵ  



  コンセントレーション                                   

 １．「コンセントレーション（特定テーマ研究）」とは                       
 

社会科学部は、学部創立以来の社会科学の総合化を標榜し、学際的なアプローチを理念としてきました。

従ってカリキュラムは学生個人の興味に応じた時間割が設計できるよう極めて高い自由度を有しています。

このことは、知識や技術の虫食いを容認するものでは決してありません。あくまで各自の学問的な興味に応

じて各自が自己責任で履修計画をたてることを大前提としています。 

各自の履修計画をサポートするために、本学部では２つの視点から構成される、科目グループを用意して

います。これらの科目群は３年生までに履修することが望ましく、最低でもひとつ、可能な限り複数の領域

に挑戦することを強く推奨します。 

 

 

 ２．修了に必要な単位等                                       

 ̧ 各コンセントレーションでは、修了に必要な単位数（10～20単位）が定められております。また、修了す

る為には必ず修得しなければならない「コンセントレーション必須科目」とそれ以外の「コンセントレー

ション選択科目」が設置されております。次ページ以降の各コンセントレーションの設置概要に沿って履

修計画を立ててください。 

 ̧ 修了必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」は関係ありません。単位が修得できれば修了必要単位

として認定されます 

 ̧ 2009年度以降に修得した単位が対象となります。 

 ̧ 各コンセントレーションにおける修了要件を満たすことにより、自動証明書発行機にて、「修了証明書」

を発行することができます。 

 

 

 詳細について                                            

 

 コンセントレーション詳細につきましては、社学 HP をご確認ください。 

  



 

 

 

 ֺ Ѱ Ӵ̬ Ӱ ЊӴ̬                             
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ĮĮ    ῂῂʹʹɩɩɶɶɩɩ  

ẏ  

種別 配当年次 年間 在学中 

選択外国語 1 年以上 4 単位 8 単位 

社会科学特殊講義 1 年以上 4 単位 12 単位 

先進社会科学特殊講義 2 年以上 4 単位 4 単位 

外国書研究 

２年以上（英書研究） 

２年以上（中国書研究） 

３年以上（上記以外） 

4 単位 4 単位 

ゼミナール I ・Ⅱ・Ⅲ 2 年以上 4 単位 12 単位 

保健体育科目 1 年以上 4 単位 4 単位 

ソーシャル・リサーチ 2 年以上 4 単位  8 単位 

※ソーシャル・リサーチは各学期 2 単位の登録制限もあります。 

ẏ ḱ  

ѩ ₴  ᷀ἶʴ 

ⱳʹẆᶮ   8 Ӵ̬ 

̀  12 Ӵ̬ 40 Ӵ̬ 

ֻ  12 Ӵ̬ 48 Ӵ̬ 

 

ẏ ḱ  

Ṯ ṯ 
 
Ṯ ḱ3 ṯ 

3 年生以下 4 年生以上 
 

3 年生以下 4 年生以上 

年間合計 年間合計 

 

年間合計 年間合計 

40 単位 48 単位 48 単位 56 単位 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 

 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 

24 単位 24 単位 28 単位 28 単位 28 単位 28 単位 32 単位 32 単位 

例）一般入学 3 年生以下の方が春学期に 24 単位登録した場合、秋学期登録可能単位数は単位修得の合否によらず 16 単位までとなります 

（年間の登録制限単位数）。 

例)一般入学 3 年生以下の方が春学期に 14 単位しか登録しなかった場合、秋学期は 24 単位までしか登録できません（秋学期の登録制限単位数）。 

 

 

 

 

ẏ ṕ Ṗ ︣  

開講学期区分 
春学期登録単位 

としてカウント 

秋学期登録単位 

としてカウント 

年間登録単位 

としてカウント 

春学期 ○  ○ 

秋学期  ○ ○ 

春夏期 ○  ○ 

通年  ○  ○ 

夏季集中 ○  ○ 

冬季集中  ○ ○ 

春季集中  ○ ○ 

集中講義（春学期） ○  ○ 

集中講義（秋学期）  ○ ○ 

夏秋期  ○ ○ 

※通年科目は春学期登録単位数としてもカウントされますので、注意してください。 



׀                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ẅṡ ḱ  ṢṬ בֿ （Ⅰを履修し単位を取得していないと、Ⅱが履修できない） 

（例：「社会保障法Ⅰ」・「社会保障法Ⅱ」など） 

︡ ךּ ךּ ḭ ḱ ︣ כֿ קּ Ḯ 

（Ⅰを未修得の方が、Ⅱを申請した場合、前提条件エラーとなります。） 

 

קּ ךּ  

V 「○○Ⅰ」を前学期までに修得していない場合、「○○Ⅱ」を登録するとエラーとなります。 

V 「○○Ⅰ」を春学期に履修して単位を修得できなかった場合、秋学期に「○○Ⅱ」は登録するとエラーと

なります。 

V 必ずしも「Ⅰ」が春学期、「Ⅱ」が秋学期に開講されているとは限りません。 

V 「Ⅰ」と「Ⅱ」が同学期に開講される場合もあります。 

 

※積み上げ式が解除され「Ⅰ」・「Ⅱ」から「１」・「２」に変更されている科目もあります。 

 

ḱ  
 

ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ 
「ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ」は、担当教員の判断により翌年度継続履修の 

可否が決定します（例年９月頃発表）。 
 
 

 

ẅṡṟ Ṡḱṟ Ṡḱṟ Ṡḱṟ ṠṢṬ בֿ 【選択外国語】 
（《基礎》が《初級》、《初級》が《準中級》、《準中級》が《中級》を履修する前提条件となる） 

（例：「ドイツ語１《基礎》・《初級》」・「フランス語１《準中級》・《中級》」など） 

社会科学部設置のドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語を履修する場合、 

 

 

 

 

קּ ךּ  

V 「ドイツ語１《基礎》」の単位を前学期までに修得していない場合、「ドイツ語１《初級》」を登録すると

エラーになります。 

V 「ドイツ語１《基礎》および《初級》」の単位を前年度までに修得していない場合、「ドイツ語１《準中級》」

を登録するとエラーになります。 

V 「ドイツ語２《準中級》」の単位を前学期までに修得していない場合、秋学期に「ドイツ語２《中級》」を 

登録するとエラーになります。 

 

 

 

 

 

（例） 社会科学特殊講義１  ：～；  

      科 目 名    ク ラ ス 名 

    経済学入門１＊マクロ経済学＋  ：～＜  

         科 目 名     ク ラ ス 名 

    政治機構論 II   ：～；  

      科 目 名   ク ラ ス 名 

 

①《基礎》の単位を修得していないと、《初級》を履修できません。 

②《初級》の単位を修得していないと、《準中級》を履修できません。 

③《準中級》の単位を修得していないと、《中級》を履修できません。 



ẅṡểḱỄ ṢṬ בֿ （いずれの科目からでも履修できる） 

（例：「メディア論１、２、３、４」など） 

V １または２（３、４... ）のいずれからでも登録・履修することができます。 

V １→２→３... といったように、番号順に履修する必要はありません。 

V 必ずしも１、２、３... の全てを履修する必要はありません。 

 

ẅṡAḱBṏṢṬ …同一と見なされる科目が複数ある場合（いずれか１科目のみ履修できる） 

（例：「憲法Ⅰ A・B」、「経済学入門１＊マクロ経済学＋ A・B・C」など） 

V ：または；（＜、＝... ）の内、いずれか 1 クラスのみ履修することができます。 

例えば、「社会科学特殊講義１：」の単位を既に修得している場合、「社会科学特殊講義１；」は登録できません。 

V 春学期に：（；、＜... ）の単位を修得できなかった場合、秋学期に別クラスが開講されていれば履修する

ことができます。 

V 別クラスが同学期に開講される場合、その学期にはいずれか一方しか登録できません。 

V 担当教員が異なる場合も、同内容科目と見なされるため履修できません。 

 

ẅ ṕ 2 ḭ 4 Ṗ 

（例：社会科学のための基礎コンピュータ） 

社会科学部の一部の科目は「週 2 コマ・半期 4 単位」として開講されます。 

履修を希望する場合は、他の科目との曜日・時限の重複に注意してください。 
 
 

ẅ ṕ ể ḭ Ễ Ṗ 

2008 年度まで通年 4 単位だったものを、半期 2 単位にしたもので、原則として科目名は同一になります。 

例）【2008 年度以前】民法（総則）通年４単位 → 【2009 年度以降】民法１＊総則＋半期２単位  

単位数が変わっていても、同科目とみなされる場合、履修することはできません。 
 

♬                                              

                                             
 

1 2... ...

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                           
 

 

Waseda- net

 

 

 

 

 

（例） 社会科学特殊講義１  ：～；  

      科 目 名    ク ラ ス 名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 HP

 
 

⁸ ∆╢ ╩ ─ ⅛╠ ∆ 50 ⁹ 

 

新年度配当科目名 旧科目名 

金融商品取引法 I  証券取引法（金融商品取引法） 

証券取引法 [2006 年度以前]  金融商品取引法 II  
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 ֺ ῂʹ                                

HP  

 

前提となる科目 科目名 

○○ Ⅰ ○○ Ⅱ 

例）社会保障法Ⅰを修得していない場合、社会保障法Ⅱを登録できません。 

外国語１（または２）《基礎》 外国語１（または２）《初級》 

例）ドイツ語１《基礎》を修得していない場合、ドイツ語１《初級》を登録できません。 

  ドイツ語２《基礎》を修得していない場合、ドイツ語２《初級》を登録できません。 

外国語１（または２）《初級》 外国語１（または２）《準中級》 

例）フランス語１《初級》を修得していない場合、フランス語１《準中級》を登録できません。 

  フランス語２《初級》を修得していない場合、フランス語２《準中級》を登録できません。 

外国語１（または２）《準中級》 外国語１（または２）《中級》 

例）スペイン語１《準中級》を修得していない場合、スペイン語１《中級》を登録できません。 

  スペイン語２《準中級》を修得していない場合、スペイン語２《中級》を登録できません。 

 

Ѽ ǵ  

1  

2  

3 2008  

 
─ ⌐≈™≡₉ ↓∟╠  

2008 ₴↓̊ѼǲƲƼ1 ₴ ►ǵ Ẇᶮ ƽǵӴ̬ǵȆʹ♬ǞǭǋȒḹֻ 

ドイツ語・フランス語 

2008 年度以前                  2009 年度以降 

 

 

 

中国語・スペイン語 

2008 年度以前                  2009 年度以降 

 

 

「1 年○○語Ⅰ《基礎》」を修得済み 

「1 年○○語Ⅱ《初級》」を修得済み 

「○○語１準中級」を履修可能 

「○○語２準中級」を履修可能 

「1 年○○語Ⅰ《基礎》」および 

「1 年○○語Ⅱ《初級》」を修得済み 

「○○語１《準中級》」および 

「○○語２《準中級》」を履修可能 
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 ŭ ῂʹ ș ȖǱǖǭȉ ǋḹֻ                       

Ӱ Њ ♬Ӵ̬ Ḩ 20Ӵ̬ ᾐ 96Ӵ̬ ḹ ֻ

 

24 20 4  

 

 

 

 
 
 ῂʹ ֺ Ѱ Ӵ̬ ḹ ֻ                          

 

Web  

 

 

 

（例） 

V 他箇所・他機関科目の登録制限単位数（年間：12 単位、在学中：40 単位）を超えて履修したい場合 

V 保健体育科目の登録制限単位数（年間：4 単位、在学中：4 単位）を超えて履修したい場合 

V 卒業算入登録年間制限の 40 単位（4 年生以上 48 単位）を超えて履修したい場合 

V 選択外国語を既定単位数（年間：4 単位、在学中：8 単位）を超えて履修したい場合  など 

超過履修できる科目 

基礎科目 

専門科目※ 

選択外国語科目 

 

超過履修できない科目 

必修外国語 

ゼミナール 

自由科目 

 

͈ 

Ḩ 4Ӵ̬ʹ♬ Ḩ Ӱ ̏ 20Ӵ̬ Ӵ̬ʹ♬ ͬ  

4Ӵ̵̬ѝ 8Ӵ̬ ḹֻ ₴ Ӵ̬ 40Ӵ̬̊К 8Ӵ̬ѝ  

ῂʹ ⱳ  



 ů ῂʹ                                 

Web

 

 

 

 

Web ─ ╛ ⌂≥

≢ ∆╢ │⁸ ≢

╩ ↑ ╡⁸ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

ȭɨɁȭǠȒǯ 

ɕɩȾȤɱǓ ǔȅǠ 

 

ǄWeb ǅ 



   □✔                 

♩כꜗ♅כ꜡⁸ⱨ≡™≈⌐כꜝ◄⌂ ≢ ⇔≡™╕∆⁹すべての項目が Web 科目登録時にチェ

ックされるわけではありません。 ⌐ ⁸ ⅛℮≤⅛™⌂⅜כꜝ◄ ≢ ╟⌐כꜝ◄⁸⇔

╢ Ⱶ☻⅜⌂™╟℮⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⌂⅔⁸ ─ꜟ♃כ⁸₈Waseda-Net ⱳ│כꜝ◄ ₉₈ ⱷ₉ꜟכ ⌐╟∫≡◦☻

♥ⱶ ≥כꜝ◄⌐ ↕╣⌂™ ⅜№╡╕∆⁹∕─╟℮⌂ ꜟכꜟ⁸╙≡™⅔⌐ ╡─ ⅜↕╣

≡™⌂↑╣┌⁸ ⌐ ⇔≤⌂╡╕∆─≢⁸ ⇔≡⁸ ╩ ∫≡ↄ∞↕™⁹  

ǞǦ ǓƲѰ Ӵ̬ șȨɶɎɶ 
ǞǭǋȅǢȚǒ  

Web  

 
Ƽ₴ Ѱ Ӵ̬ ȨɶɎɶȦɧɶƽ 
Ƽ ѦѩѰ Ӵ̬ ȨɶɎɶȦɧɶƽ 

ǲӴ̬șʹ♬ǞǭǋȒ ɵ ὑǯ
ǱǪǭǋȒ ș ǞǭǋȅǢȚǒ  
ǲѝҊɵ ֻ ǲȏȑƲ ׀ ǓẀ

ǜȓǦȉǵǶȿȥɁȭǞȅǞǦǒ  
Web  

₈ ♬ ɵ Ȧɧɶƽ 

ῂʹǲѼ ̏ǓǉȒ șȿȥɁȭ 
ǞȅǞǦǒ  

Web  

ƼѼ ̏Ȧɧɶƽ 

ѝǵἶ₴ȏȑƲ ►ἶ₴Ǔʣǵ ș 
ǞǭǋȅǢȚǒ  

 
Ƽ ►₴ Ȧɧɶƽ 

ɵ Ǔ ǞǦȅȅ ǞǦḹֻƲ 
ǰǨȐǒǓ ̸ ǲȦɧɶǯǱȑƲȦɧɶǯ
ǱǪǦ Ƕ ǜȓȅǢȚƳ 

ǵ ɵ șȉǍʝ↓ȿȥɁȭǞ
ǭǖǧǜǋƳ 

ǵ ɵ Ǔ  
ǞǭǋȅǢȚǒ  
 
Ƽ Ȧɧɶƽ 

P.19 ǵѰ Ӵ̬ șȿȥɁȭǞǭƲ Ǐǭǋ
ȒḹֻǶƲѰ Ӵ̬ ̊ʤǲǱȒȅǮƲ
ș֝ȑ ǠǒƲƼ ῂʹƽǯǞǭ P.31
ǞǭǖǧǜǋƳ 
ῂʹǯǞǱǒǪǦḹֻƲ ̝ ἶ
ǶȦɧɶǯǱȑƲ ̝ ἶ ̊Ẇǵ

Ƕ ῂʹǯǞǭ ǜȓȅǠƳ 

♬ ȋֿǟ ș ǞǦḹֻƲȦɧɶǯ
Ǳȑ ǮǔȅǢȚƳ 

ᾍꜘ P.22 - 28 ș Ǟǭǖǧ
ǜǋƳ 

̏ș ǦǞǭǋǱǋ ș ǞǦḹֻƲ
ȦɧɶǯǱȑ ǜȓȅǢȚƳ 
Ѽ ǯǱȒ ǵӴ̬șʹ♬ǞǭǒȐƲῂʹ
ǠȒȏǍǲǞǭǖǧǜǋƳ 
Ƽ ῂʹǵѼ ǯǱȒ ƽ P.29  

ǵȫɡɱɏȷ ҲǲƲӦѝǱ ǓǱ
ǋǯѨ ǜȓȒḹֻƲǋǡȓǒ 1 ǓȦɧ
ɶǯǱȑƲ ǜȓȅǢȚƳ 
 
ƪ Ҳ ǵ͈ 

ῇ 
ᵗʿ˝  

90ѝ  

ῇ 
ᵗʿ˝  

̚  
ʣ ˝ 

50ѝ 

᷂ȫɡɱɏȷȋ̀Ẏἶǵ ș Ǡ
ȒḹֻƲӦѝǱ Ҳ ǓǉȑȅǠǒ  
 
Ƽ Ȧɧɶƽ 

►ἶ₴Ǔ ѝǵἶ₴ȏȑʣǵ ș Ǟ
ǭȉƲ ʝ ǲǶ ǜȓȅǢȚƳ 
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ẏ צּ ךּ  

科目部門 履修定員 

外国語科目 42 名 

ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ 17 名 

コア科目 300 名 

 

ẏ  

対象科目 履修定員 

コンピュータルームで授業を行う科目 

40 名（14-613 ） 

または 

63 名（14-614 ） 

外国書研究 40 名 

専門英語（2008 年度以前：上級英語） 20 名 

ソーシャル・リサーチ 30 名 

理解と表現の技法 30 名 

ヴィジュアルイメージ研究 20 名 

参加のデザイン技術 20 名 

社会デザイン実習１ 50 名 

社会デザイン実習２＊メディアコミュニケーション＋ 20 名 

紛争解決論実習１・２ 15 名 

問題の発見と探求の技法 20 名 

 

在学生定員 新入生定員 

定員の 3 割 定員の 7 割 

 

ɩɶɩǓὑȈȐȓǭǋȒ  

学年別順位 

科目 

抽選順位（数字が小さいほど高順位） 

1 年生 2 年生 3 年生 4 年生以上 

コア科目 １ ３ ３ ２ 

民法概論 １ ２ ２ ２ 

コンピュータと社会工学 I・II ※ １ ２ ２ ２ 

理解と表現の技法 A（春学期） ２ １ ２ ２ 

理解と表現の技法 B（秋学期） １ ２ ２ ２ 

問題の発見と探求の技法 １ ２ ２ ２ 
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▽他箇所・他機関科目 登録制限単位数 

 年間 在学中 

他機関・他箇所科目 12 単位 40 単位 

留学や編入学等で、他大学・他機関において修得した科目の単位を認定した場合は「在学中 40 単位」

にカウントされます（「年間 12 単位」にはカウントされません）。 
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他機関・他箇所の科目履修には登録制限単位数があります。 

ṇ ךּ  o 

 

全学オープン科目（グローバルエデュケーションセンター提供科目、学部提供オープン科目、協定他大学

提供科目）の一覧は、グローバルエデュケーションセンターホームページ（http://www.waseda.jp/gec/ ）

で確認してください。 

この一覧で、曜日・時限、担当教員、開講キャンパス、科目登録時志望理由の有無等登録に必要な情報を 

確認することができます。 

講義要項を確認したい場合は、Web シラバスシステムをご利用ください。 
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学部 部門・系列 

政治経済学部 

1. 政治学科目部門 

（政治学基礎文献研究（英語）：・；、政治学英語文献研究（応用）を除く） 

2. 経済学科目部門 

（ミクロ経済学入門、マクロ経済学入門を除く） 

3. 国際政治経済学科目部門 

（政治分析入門、政治理論入門、国際関係論入門、 

ミクロ経済学入門、マクロ経済学入門、現代経済分析入門、公共経済政策入門 

公共哲学：・；、経済数学入門、ゲーム理論入門を除く） 

法学部 法律科目（法学演習を除く） 

商学部 専門教育科目（演習を除く） 
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①科目設置箇所で他学部生の聴講を認めている科目であること 

②当該年度に開講されている科目であること 

③各学部の 2 次登録終了後に、定員に余裕があること 

①前年度までに未履修である「社会科学部設置 教職科目」同士の曜日・時限が重複している 

②今年度履修の決定している「ゼミナール」と「社会科学部設置 教職科目」の曜日･時限が重複している 
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開講 

箇所 

種別 

認定 

種別 
科目分類 

科目種別*1  

備考 
講義科目 外国語科目 同名科目*2  

他 

機 

関 

単 

位 

認 

定 

出身教育機関 申請内容をもとに科

目 区 分 を 決 定 し ま

す。 

必修外国語 選択外国語  
3年次編入学生 

(学士入学者を除く)  

同志社大学 必修外国語 選択外国語 認定しない  

海外留学 必修外国語 選択外国語   

検定試験 ― 必修英語 ―   

  他 

 

 

 

箇 

 

 

 

 

所 

全 
 

学 
 

オ 
 

ー 
 

プ 
 

ン 
 

科 
 

目 

他学部提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目  

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

講義科目 基礎または専門科目 ― ― 自由科目  

テーマカレッジ演習科目 基礎または専門科目 ― ― 自由科目  

General Tutorial English   ― 必修外国語 選択外国語 自由科目  

目的別英語科目 ― ― 選択外国語 自由科目  

言語科目（英語以外） ― ― 選択外国語 自由科目  

保健体育科目 基礎科目 ― ― 自由科目  

インターンシップ科目 基礎科目 ― ― 自由科目 算入上限2単位 

f-Campus 加盟大学提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目 

年間登録制限単位数が 

設定されています。詳細は 

全学オープン科目履修ガ

イドを参照してください。 

東京女子医科大学提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目 

武蔵野美術大学提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目 

東京家政大学提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目 

京都地域大学・短期大学提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目 

九州大学提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目 

日本語教育研究センター提供科目 基礎または専門科目 ― 選択外国語 自由科目  

聴
講
許
可
科
目 

大学院社会科学研究科 

先門科目 

（学士入学者4年生

以上） 

― ― ― 

学士入学者4年生以上 

専門科目として 

年間4単位 

自由科目 

社会科学部4年生以上 

自由科目として年間8

単位、在学中10 単位 

他学部聴講科目*3  

自由科目 

基礎科目 

専門科目 
 選択外国語 自由科目  

教職等資格関連科目 ― ― ― 自由科目  

*1  

12 40  

 

*2 

 

*3 
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1 
科目取り消し 

登録決定科目の取り消しの場合、一

度取り消すと登録データが消えてし

まい、再度登録決定に戻すことはで

きません。十分注意してください。 

 

2 
取り消しの確認 

取り消し可能な科目の一覧が表示さ

れますので、取り消したい科目のチ

ェックボックスにチェックを入れて

〔取消〕ボタンを押してください。 

 

取消ボタンを押すと確認のメッセー

ジが表示されます。 
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1 
変更画面への移行 

〔発表後算入変更〕ボタンを押して

ください。 

2 
科目区分の変更 

変更可能な科目の一覧が表示されま

すので、変更したい科目のチェック

ボックスにチェックを入れて希望す

る科目区分を選択して〔変更〕ボタ

ンを押してください。 

 

○変更ボタンを押すと確認のメッセ

ージが表示されます。 
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─ ⅜ ⇔√ ⁸ ╩ ≢ ↑ ╡⁸ ↕╣√ ╕≢⌐⁸ ◐ꜗfiⱤ
☻─ ≢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹期限後の納入は如何なる事情があっても認
められません。未納の場合、決定科目の履修が認められないばかりか、その後の科目登録において抽選の優
先順位が下がることがあります。 
 ⌂⅔⁸ │ 3 ⌐ 1 3 ╩ 1 ⌐ ⇔≡⁸3 ⌐ ⇔╕
∆⁹ 
 ─ ╩ ∆╢ │⁸ ─ ⅜ 10 ≤⌂╢ ╙№╡╕∆─≢

⌐ ≢№╢↓≤╩ ⇔≡⅛╠ ╩ ∫≡ↄ∞↕™⁹ │ ⌐ ↕╣√
╩ ≡ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹一部の科目の実験実習料のみ納入することはできません。 

 ╕√⁸ ⌐╟╢ ╙ ╘╕∆⁹ ─ᵑ ᵓ─ ╩ ≡ ⅎ√℮ⅎ≢⁸ ⅜ ─
⌐ ∫≡ ╩ ↑ ╡⁸ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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（代理人登録の提出書類） 

 ①社会科学部所定の委任状（社会科学部ホームページからダウンロードして使用してください） 

 ②委任者の学生証のコピー 

 ③代理人の身分証明書 
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○中 学 校１種 社会 
○高等学校１種 地理歴史・公民・商業・情報 
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「社会調査士」とは、社会調査の知識や技術を用いて、世論や市場動向、社会事象等をとらえることのできる能力を有する「調査の

専門家」のことです。現代の情報化社会のなかで、社会調査の重要性がますます高まる一方、方法上・倫理上の問題点がしばしば指摘

されています。「社会調査士」資格は、社会調査の質的な改善や水準向上のため、社会調査に関する教育体制を整備し、科学的な社会調

査を担える人材の育成を組織化すると同時に、その専門的職業としての資格の制度化をはかるため、日本社会学会、日本教育社会学会、

日本行動計量学会の三学会が相互の連携協力のもとに 2003 年に設立した「社会調査士資格認定機構」（2008 年 12 月より「一般社団法

人 社会調査協会」に移行しました）において運営されているものです。「社会調査士」資格の特徴は、大学で開設されている科目を履

修することによって資格の取得ができることで、社会科学系の多くの大学・学部がこの制度に参加しています。 

本学部においてこの資格を取得するためには、次のＡ～Ｇの科目（Ｅ科目、Ｆ科目はいずれか一方でも可）を履修し、卒業時に「社

会調査協会」に申請する必要があります。また、3 年生以上で一定数以上の科目を履修している場合、「社会調査士（見込み）」資格を

取得することもできます。 

社会科学部において、「社会調査士」資格に対応する科目は、次のとおりであり 12～16 単位程度の履修で資格の取得が可能です。 

「社会調査士」標準カリキュラム 対応する科目（予定） 
単位

数 

配当学

年 

Ａ 社会調査の基本的事項に関する科目 社会調査の基礎 2 1～ 

Ｂ 調査設計と実施方法に関する科目 社会調査法１ 2 1～ 

Ｃ 基本的な資料とデータの分析に関する科目 社会統計の読み方 2 1～ 

Ｄ 社会調査に必要な統計学に関する科目 統計解析の基礎 2 1～ 

Ｅ 量的データ解析の方法に関する科目 社会科学のための数学 4 1～ 

Ｆ 質的な分析の方法に関する科目 社会調査法２ 2 1～ 

Ｇ 社会調査の実習を中心とする科目 

ソーシャル・リサーチ（社会統合）Ⅰ・Ⅱ 各 2 2～ 

ソーシャル・リサーチ（歴史と記憶）Ⅰ・Ⅱ 各 2 2～ 

ソーシャル・リサーチ（まちづくり）Ⅰ・Ⅱ 各 2 2～ 

ソーシャル・リサーチ（地域福祉）Ⅰ・Ⅱ 各 2 2～ 

紛争解決論実習１ 2 3～ 

紛争解決論実習 2 2 3～ 

 ※ Ｅ科目、Ｆ科目はいずれか一方で資格要件として認められます。 

 ※ Ｇ科目は、「ソーシャル・リサーチ」または「紛争解決論実習」の各科目のいずれかで資格要件として認められます。「ソーシャル・リサーチ」は同一年度にⅠ・Ⅱをセット

で履修する必要があります。 

 ※ Ｇ科目の履修にあたっては、実習費が必要になります。また、実習費以外に、現地調査にかかわる費用（交通費、宿泊費など）が自己負担になる場合があります。 

 ※ 「統計解析の基礎 A」、「社会調査法２」、「ソーシャル・リサーチ」および「紛争解決論実習」の各科目は、隔年開講です。 

 ※ 「社会調査士」資格取得の詳しい方法（申請時期等）については、学部の掲示を参照してください。資格取得には別途申請費用が必要になります。 

 ※ 一般社団法人 社会調査協会 http://jasr.or.jp/ 

 ※ 対応科目は変更になることもありますので、学部の掲示、ホームページを参照してください。 

 ※ 社会科学部設置科目以外に、「社会調査士」の科目認定を受けている他箇所（文学部、人間科学部）の科目を履修して、｢社会調査士｣資格を取得することもできます。 

 

 

 （３）その他の資格                               

 

以下の資格取得については教育学部発行の「教職課程履修の手引き」を参照してください。 
 

・社会福祉主事 
・博物館学芸員 
・社会教育主事 
・図書館司書 
・学校図書館司書教諭 
 
 


